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 ８月３０日付の国家試験受験資格に関する本会の「見解」で薬学教育４＋２

＋１を受けた学生の薬剤師国家試験の受験資格について、経緯と日本病院薬剤

師会の見解を表明しました。その後の３大学と全国薬科大学長・薬学部長会議

の井上圭三会長との話し合いのなかで、「申請のあった（４＋２＋１年の教育で

受験資格が取れると受験生に説明した）３大学に限り、現在修士課程にいる大

学院生（1 年生と２年生で２年間に限り）で CBT と OSCE に合格した者に限って

長期実務実習を受けることを認めることで 3大学との合意に達しました。 
	
 日本病院薬剤師会としては、不本意ではありますが、４＋２＋１教育で薬剤

師国家試験受験資格を得ることがこれ以上広がらないことを条件に、受け入れ

たいと思います。このことは、これ以上６年制薬剤師教育の根幹が危うくなら

ないことが最低条件になっていることは云うまでもありません。 
	
 従って、今後、調整機構から前記条件の学生の受けいれの要請があるかもし

れませんが、上記見解を念頭に学生の受け入れにもご協力下さるようお願いい

たします 


